
この演題は１昨年の大阪での外来小児科学会、昨年の小
児科学会総会の演題の続きであります。そして今年の
データーを加えて夏の熊本の学会で終了という予定であ
りました。しかし、今年のインフルエンザ流行の立ち上
がりが遅く 標本数として数が期待できなかったので、
さらにもう一年調査が必要であろうと思いながら ゆっ
くり集計しておりました。集計を終えてみると標本数も
なんとか足り、結果も出せると判明したのは外来小児科
学会が終わった後だったので、来年春の小児科学会総会
に出す事にしました。今回その草稿を持って参りました。
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学校医は学校保健法により医学的な指導
と助言が求められています。
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毎年全国でインフルエンザの流行で多数
の学級閉鎖が行われております。しかし
学級閉鎖に関する報告は我々が調べた限
りではスライドのように多くはありませ
ん。しかし、統計学的処理のなされてい
る報告は竹内のコンピュータシミュレー
ションによる報告だけでありました。校
医として学級閉鎖に関し医学的助言をし
ようにも、医学的判断根拠がないのが現
状であります。
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法的には今も有効である50年前の文部省
局長通達で「学級閉鎖は平素の欠席率よ
り 急速に高くなった時」があるだけで
す。地方自治体の例規などでは、20％の
欠席率を目安に学級閉鎖が行われている
事が多いようです。また「最短４日が望
ましい」とも記載されていますが、我々
の地方では授業打ち切りとか、１日の学
級閉鎖というのが実情であります。そこ
で学級閉鎖の有効性を統計学的に検討し
ました。



ここ３年間１～３月の小学校のクラスの在籍数と
欠席数をクラス別に養護教諭などから報告して頂
きました。これは頂いたデーターを移植した表の
一部であります。検討したクラス数は１４４７で
つまりExcelの表で１４４７行ある訳であります。
２列目がクラスの在籍数です。灰色のバックが土
日の休み、黄色のバックが学級閉鎖、緑のバック
が授業打ち切りを表しています。なお２０人以下
のクラスを除いて集計しました。
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その各々の欠席数を在籍数で除して％で表
した先程と同じものです。この表を基にし
て検討いたしました。
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それら対象のまとめです。スライド上段の黄色は
今回集計した学級の週別欠席合計数、白色はその
保健所管轄地域のインフルエンザ定点の報告数、
赤色は我々メールグループでのその地域の報告数
です。横軸は月日、縦軸は人数で、較べ易くする
為欠席数に一定数を掛けてあります。その数の推
移は同じパターンで、欠席のほとんどはインフル
エンザの為と思われました。中段はMLでの型別
で１昨年と今年はB型が、昨年はA型が主であり
ました。下段は集計調査の欠席数や平均値などの
詳細です。
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その表から欠席率が２０％を超えた時点
を１日目とし、２日目より２日間の休み
もしくは学級閉鎖があり、４日目が登校
日であった場合を閉鎖群として抽出。４
日間連続して授業があった場合を非閉鎖
群として抽出しました。その第１日目と
４日目の欠席率の差を比較検討しました。
なお、同じ条件で２つのサンプルが抽出
される場合 重複を避ける為平均値をと
り１つのサンプルとしました。



先ほどの同じ全体の表からインフルエンザの流行
していない状態での曜日別欠席率を検討しました。
すなわち、1.96SD以上の欠席率がある日の前後３

日間、つまりインフルエンザの流行の影響のある
１週間を除きました。そこから休日明けの日とそ
れ以外の曜日別の欠席率を抽出しました。休み明
けの日と他の曜日の欠席率とをDunnet（ダネッ
ト）の多重検定の方法で比較検討しました。する
と休み明けの日の欠席率が水・木・休み前の日よ
りも有意に高い傾向にありました。これは3年間
のトータルですが、年度別にしても同様でありま
した。

9



２日間の閉鎖効果です。【説明】 青は欠
席率のレンジ、平均±SDで表わしてありま

す。休み明けは欠席率が減り、その差：改
善率を真ん中に示しました。
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ところが非閉鎖群はもっと改善率がよく、
しかも有意差までありました。休まない方
がよいと言う訳です。
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程の休み明けの高い欠席率を考慮し、２日
目は授業、３日目休みという１日閉鎖群と
比較しました。有意差はありませんでした
が、改善率は2日間閉鎖群の方がよくなりま
した。
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３日間休みの効果です。
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今度は閉鎖群の方が 欠席率が改善してい
ました。
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先程と同じように休み明けを考慮し、１日
授業２日間休みの２日閉鎖群とも比較しま
した。やはり休み明けを考慮した方が改善
率の差が大きくなり、そして危険率が小さ
くなりました。
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結 語

① ２日間の学級閉鎖で欠席率を改善する効果は

ないと思われた。

② ３日間の学級閉鎖で欠席率を改善する効果が

出てくると思われた。

結語であります。２日間の学級閉鎖では
その効果は期待できないが、３日間の学
級閉鎖で始めて効果が期待できると思わ
れました。すなわち、週のど真ん中で１
～２日学級閉鎖してもその効果は疑問で
あります。休むのなら週末ずらして土日
と合体して、又、週末なら土日に月曜日
を加えて、３日間以上の学級閉鎖にした
方がその効果は期待できと思われました。



協力頂いたわれわれのメンバーと教育委員
会です。
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